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●プロフィール  
昭和 16 年 2 月生まれ、東和町で育つ。高校を出て農業を継ぎ、きゅうり営農のほか、少量多品目の野

菜生産や畜産を営み、農業歴 30 年余。平成 9 年に二本松市農協、安達町農協、岩代町農協、福島東和町

農協が合併して設立されたみちのく安達農業協同組合に平成 10 年から理事。平成 22 年 5 月に組合長に

就任。 
 
●震災から今日まで 
 
 ・平成 22 年、23 年、24 年で大打撃を受けた生産者の農業そのものと販売。米穀、畜産、果樹、野菜

それぞれに検査体制づくり、県外からの農資材の確保など、様々な難問。23 年度産米は、流通禁止。補

償が入ってこず賠償に取り組む。 
 
・平成 22 年に直販課を設置し、高齢者でも取り組める少量多品目の生産・加工による活性化に着手し

た矢先の震災で、生きがい・やりがいを失い、農業をあきらめる農家が増える。あきらめない農家で全

量検査に取り組む。独自の検査（JA による予備検査）を行っても、県の検査で放射能が検出される不安

がつきまとう。セシウムの影響が出ない方法を常に念頭に置いている。 
  
・やってきた事すべてが奪われた。誇りや生きがいを失った。どう取り戻すか。「原発事故にせいにし

て甘えるな」「どうせ補償される」という厳しい声は多い。 
 
●これからの取り組み 
 ・「直販課を伸ばす」「市場出荷の検査体制づくり」に力を入れる。・これからは循環型農業にも取り組

む。畜産農家の排せつ物を、特別栽培・有機栽培に活用していたが、それが出来なくなった。畜産から

出る堆肥（厩肥）の数値が高い。行政が中心になって対策を進めている。 
 
・長期的な課題として、土地の荒廃をどう防ぐか、新規就農者をどう育てるか、学校給食への供給再

開など。 
  
・原発事故を悲しみ、言い訳にしていては前に進めない。ある JA では、遊休農地の試験圃場的な取り

組みをしている。ＪＡみちのく安達としてどうしていくか、行政も含めて。考えていきたい。 
 
・与えられるすべてのものをクリアして、消費者にゆだねるしかない。長い時間をかけて理解をいた

だくしかない。すべて原発のせいにしても解決しない。今やれることは何か、を考えてやっていきたい。 
 
・生産者と消費者が背中合わせでは日本の未来はない。今回の原発は大衝撃であることは間違いない

が、歩みを止めるわけにはいかない。個人バラバラにやるのではなく、ＪＡとして覚悟を持てるか。 
 
・百姓やっていいのか、人を呼んでいいのか、心配はある。原発事故に関係なく、地域の耕作放棄地

をどうするか、新規就農者をどうするか、そういうもともと厳しかった地域の事情と向き合い、逆に考

える機会に。 












